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敷地内での
乾式貯蔵

（むつ市は拒否、
上関は調査着手段階で、10年以上かかる）

70ｔ 170ｔ 70ｔ ・・・ 徐々に800ｔへ

（うち、関西電力分はこの半分以下・・・）

六ヶ所再処理
工場へ搬出

70ｔ 70ｔ 60ｔ

（電気事業連合会の実証研究なので不可能）

仏再処理実証
研究へ搬出

2,000ｔ規模
他地点で中間貯蔵施設を操業

高浜350ｔ、大飯250ｔ、美浜100ｔ
合計700ｔ （１炉心＋１取替分相当）

使用済燃料プール容量 4,370ｔ
1炉心分540ｔは、運
転時に空けておかね
ばならず、使えない

乾式貯蔵で
４回燃料交
換可能に！

必要に応じて
拡張できる

⇒「特例」で
さらに増設！

でも・・・

乾式貯蔵の容量は、

「国内外の情勢の変化や災害

など、自社の事由によらない

事情によって搬出が滞り、日本
全国のエネルギー安定供給に貢
献できなくなる可能性がある場
合は、例外になると考えておりま

す。」（水田関電副社長）
(朝⽇2023.10.11)

540ｔ
「１炉心＋１取替分」
を乾式貯蔵で確保

乾式貯蔵のイメージ

2/8に乾式
貯蔵事前了
解願い提出

絵に描いた餅の関電「使用済燃料対策ロードマップ」（2023.10.10）

搬出量積増し
を検討



1ヶ月後
55kW/t

1年後
14kW/t

5年後
3kW/t

10年後
2.1kW/t

50年後
0.94kW/t

100年後
0.50kW/t

1,000年後
0.068kW/t

乾式貯蔵・・・プールから空冷可能な使用済燃料を取出し、ホットで危
険な燃料で置き換える ⇒ プール冷却水喪失事故の危険が高止まり！

原発を止め、10年以上冷やせば、乾式貯蔵と
プール貯蔵で溶融事故のリスクは大差ない！
でも、強い放射線を遮蔽する必要がある！

福島第一原発では、プー
ル内のホットな使用済燃
料が溶融して大災害をも
たらす危険があった！

原子力・エネルギー
図面集2015より抜粋、
一部加筆・修正

運転停止直
後の崩壊熱
2,200kW/t

使用済燃料は5～10
年以上プールで冷やさ
ないと、乾式貯蔵でき
ない！

熱いまま乾式
貯蔵すると、
溶融事故に！

乾式貯蔵建屋

乾式キャスク

使用済燃料の崩壊熱は、5～10年以上冷却すれば、人
肌程度の2～3kW/t（成人の発熱量とほぼ同じ）に下がり、
自然冷却できるようになる。ホットな燃料が供給されなけ
れば、プール冷却水喪失事故のリスクはほぼなくなる！


